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令和元年度第３回 

瑞浪市夢づくり地域交付金等事業審査会 議事録 

 

日 時：令和２年３月１０日（火） 午後６時３０分から午後８時２０分 

場 所：瑞浪市役所西分庁舎 ２階入札室 

出 席 委 員：山内 正雄（委員長）、澤井 芳美（副委員長）、上田 小夜子、 

平中 学 

欠 席 委 員：逸見 企代江、後藤 誠一 

 

※ 委員６名中４名の出席であり、委員の過半数の出席となり、瑞浪市夢づくり地域 

交付金等事業審査会規則第６条第２項の規定により、本会議は成立。 

 

事 務 局：瑞 浪 市 長 水野 光二 

：まちづくり推進部長 景山 博之 

：市 民 協 働 課 長 工藤 嘉高 

：まちづくり支援係長 渡辺 裕 

：まちづくり支援係 小木曽 匡洋 

 

日 程： 

 １．あいさつ 

 ２．市民活動補助金事業事前審査の進め方について 

 ３．市民活動補助金事業事前審査 

４．ステップアップ事業事前審査の進め方について 

 ５．ステップアップ事業事前審査 

 ６．講評 

 ７．事務連絡 

 ８．閉会 
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【１．あいさつ】 

・市長あいさつ 

  本日、岐阜大学と連携協定を締結しました。大学では中京学院大学、中部大学に

続き３校目となります。岐阜大学とは、これまでも交流はありましたが、今回協定

締結に至ることができました。これにより学生も含めて、瑞浪のまちづくりを考え

ていただくなど、協力してもらえる体制が今まで以上に整ったこととなります。 

  また、今日の審査会についてですが、本来ですと多くの地域の方々をお招きして

開催したいところではありますが、新型コロナウイルス対策ということで、審査会

委員の皆さまと、申請団体、市事務局のみで行うこととさせていただきます。 

  限られた時間の中ではありますが、慎重な審査をお願いさせていただきまして、

あいさつとさせていただきます。 

 

・審査委員長あいさつ 

  ただ今、市長からのお話しにもありましたが、（新型コロナウイルスについて）

耳にタコができるほど聞こえてくる状況であります。その中で、本日も変則的な進

行をされると伺っております。また、欠席される委員もみえるとのことなので、よ

り積極的にご意見等をいただきたいと思います。 

 

【２．市民活動補助金事業事前審査の進め方について】 

≪事務局より説明≫ 

 

【３．市民活動補助金事業事前審査】 

 中京学院大学短期大学部 野菜コンテストプロジェクトチーム 

  ●委員 

   コンテストについて、次回で２回目ということですが、回数を重ねるごとに工夫

や見直しを行わないと、応募が少なくなることが懸念されます。何か工夫される

点はありますか。 

  ○中京 

   ２回目のコンテストでは、若者の野菜摂取量の向上を目標とし、主に高校生をタ

ーゲットにしています。既に、東濃地域の家庭科の先生宛てに、コンテストの参

加依頼をしています。また、本学の学生にも参加を促したいと考えています。 

 

●委員 

    配布されたレシピを参考にいただくことはできますか。 

  ○中京 

   用意します。 
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  ●委員 

   摂取量の調査はどのような調査ですか。 

  ○中京 

   平成２８年度版国民健康栄養調査によるものです。厚生労働省が実施したデータ

を引用しました。 

 

  ●委員 

   私自身や、孫に置き換えたときに、示していただいたの量の野菜を摂取している

か不安になっています。生野菜での摂取が思い浮かびますが、一般家庭にて野菜

を意識しなくても、簡単に摂取が可能なレシピを考案していただけると助かりま

す。 

 

●委員 

   地元野菜とありますが、地元で作っている野菜全般という解釈でしょうか。 

  ○中京 

   特産となると、かなり限定されてしまうため、全般とさせていただいております。 

 

●委員 

   ６店舗にて作品を食べることができるとのことですが、具体的な店舗を教えてい

ただけますか。 

  ○中京 

   ・マジョリカ（中津川市） 

 ・寿司処ほたる（中津川市） 

   ・みずなみアグリ㈱きなぁた瑞浪（瑞浪市） 

 ・キッチン色菜（瑞浪市） 

・菜・美ら心（ナチュラハート）（瑞浪市） 

・LIETOcafe（リエットカフェ）（多治見市） 

   以上６店舗より提供可能との返事がありました。実際にレシピなどを送付させて

いただいています。実際の販売を確認したのは、「キッチン色菜」「菜・美ら心」

さんです。 

 

・市長コメント 

   先日の学内での発表会に続きお疲れ様でした。誰もが生涯を健康で過ごしたいと

思う中で、生活習慣病を防ぐために野菜を摂取することに着目し、１年間いい活

動をされたと思います。これまでの経験を活かし、課題等を改善しながら、更に

大きな成果につなげていただきたいと思います。 
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 （一社）がんサポート東美濃 

  ●委員 

   「リレー・フォー・ライフジャパン」について詳しく教えてください。 

  ○がんサポート東美濃 

   がん患者、遺族の方を支援することを目的に、世界３０か国、日本では５０か所

で行われているチャリティーイベントになります。県内では、岐阜市に続いての

開催となります。東濃５市からも後援をいただいております。日本対がん協会の

主催で、参加者は１，０００人ほどになります。集まったお金（寄附金）や協力

金は、対がん協会にわたり、がん研究等に活用されます。手探りでの活動となり

ますが、将来は、瑞浪市でも開催したいと考えています。 

 

●委員 

   私の周りでも、奥さんを亡くされた方が何名かいます。仲間内で、外出に誘った

りと、気を遣うようにしています。男性でももっと気軽に参加できるような事業

になるといいかと思います。今回のリーフレット作成もその一環かとは思います

が、こうした地道な活動を続けていただきたいと思います。 

 

  ・市長コメント 

   私の知り合いでも、がんを患い亡くなった方もみえます。こうした中で、とても

大切な活動をしていただいていると感じています。「ぬくたぁカフェ」に一度参

加させていただきましたが、参加者がそれぞれの立場で熱心に意見交換をされて

いました。とてもいい雰囲気で開催されていたと思います。今後も、多くの患者

さんやその家族、遺族となってしまった方々を支え、勇気付けていただけるよう

な、活発な活動に期待します。我々行政も、可能な限りのお手伝いをさせていた

だきたいと思いますので、お声かけください。 

 

 

  ＮＰＯ法人瑞浪芸術館 

●委員 

   ここ瑞浪で貴重な文化活動を長年続けてみえます。大変素晴らしいことと思いま

す。 

 

●委員 

   もう少し、広く事業をＰＲしていただきたいと思います。事業によっては、情報

が届かないことも懸念されます。 

  ○瑞浪芸術館 

   情報発信は、コツコツ取り組んでいきたいと思います。 
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●委員 

   私も、数回訪れたことがありますが、建物に感銘を受けました。建物の維持も大

変かとは思いますが、頑張っていただきたいと思います。 

  ○瑞浪芸術館 

   手間暇かけて維持管理を行っています。こうした活動が市民にも伝われば、事業

も浸透するかと考えています。 

 

●委員 

   「新井英一」さんは、どんなジャンルの音楽でしょうか。 

  ○瑞浪芸術館 

   ブルースを主に歌われます。シンガーソングライターです。自分語りが多く、ニ

ュース２３のエンディングテーマで脚光を浴びました。 

 

・市長コメント 

   人脈を活かされ、中身の濃い方々が瑞浪を訪れていただけることを嬉しく思いま

す。ぜひ多くの方が参加され、スタッフの方々とともに、活動が長く続くことを

期待します。 

 

【４．ステップアップ事業事前審査の進め方について】 

≪事務局より説明≫ 

 

【５．ステップアップ事業事前審査】 

  大湫町コミュニティ推進協議会 

  ●委員 

   他地区の方々にも聞いていただきたい、すばらしい発表内容でした。 

 

  ●委員 

   ワーキングチームを作成する際に、地元の若手住民と新住民を引き入れるとあり

ますが、具体的な手法は決まっていますか。 

  ○大湫 

   まず、地元の若い世代にインタビューを行い、何を考えているのか、興味関心が

どこにあるのかを調査し、徐々に仲間に引き入れていこうと考えています。本人

の気持ちを尊重しながら、どうしたら参加してくれるのかを話の中ですり合わせ

ながら進めたいと思います。また、座談や会食を交えながらの活動も検討してい

ます。 

 

  ●委員 

   若い世代の移住者が増えると、こうも町が活性化するのかと驚いています。こう
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した自分たちの足元を固める活動を他地区にもノウハウを広めていただきたい

と思います。 

  ○大湫 

   人との巡り合いは、感動を生みます。幸いにも、新たに転入された方々が、ただ

生活するだけでなく、自分たちの町をどうしたいのかを、動機を持って生活して

いただいています。このタイミングを失することの無いように、我々も活動して

います。 

   また、他地区の参考になるよう、情報発信にも力を入れていきたいと考えていま

す。 

 

【６．講評】 

   大湫町は、歴史と文化と原風景が市内で最も残る、世界に誇れる地域だと思いま

す。この大湫町を３５年余りにわたり、先進的にまちづくりに取り組んでいただき、

改めて敬意を表したいと思います。更に、この活動を次世代に継承したいと、多く

の方が参加されるのも、大湫町に魅力があるからこそではないでしょうか。 

   ぜひ、２０年後、３０年後の大湫町を描いていただき、実現に向けて活動を進め

ていただきたいと思います。また、市の総合計画や市の大湫町への思いとも融合し

ていただきながら、更にパワーアップしていただきたいと思います。 

   最後に、策定までの記録だけでなく、策定後も含めて、後の活動の指針となるよ

う、記録を残すことをお願いしたいと思います。 

 

【７．事務連絡】 

≪事務局より説明≫ 

 

【８．閉会】 

≪まちづくり推進部長より閉会のことば≫ 


